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はじめに

２０２３年度の函館市での公共工事現場調査は、
新型コロナやインフルエンザのウイルス感染が
広がる中で行われました。アンケート調査票を
事前に現場事務所へメールや FAXにて送付し、
現場事務所からメール・郵便、訪問で回答を回
収しました。
また、函館市土木部の協力で、土木現場 ４現
場、建築現場 ７現場、北海道渡島総合振興局入
札契約課の協力により土木現場 １現場を選定し、
調査しました。
１２現場から６７名（函館調査６４名と北海道調査
分 ３名）のアンケートを回収しました。そのう
ち４０名（５９．７％）が氏名・住所を記入、前回（２０２２
年度）と同水準の回答率でした。
設問項目は、性別、年齢、経験年数、身分と
雇用形態（①事業主②一人親方③労働者（通年
雇用）④労働者（季節雇用）⑤アルバイト）、
職種、会社名、いまの会社で働いた年数、会社
の次数（①元請② １次下請③ ２次以下の下請）、
雇入通知書の有無、賃金形態と基本単価（昨年
と今年の日給、月給、請負金額）、諸手当（基
本賃金以外の手当の有無、一時金の有無など）、
毎月の決まった休日（月の休日数、コロナ禍で
の昨年に比べての仕事量の増減、有給休暇が昨
年とれたか）、建退共（手帳所持の有無、手帳
に貼られている証紙の枚数を見ていますか、な
ど）、公的年金（加入している年金の種類と加
入状況、加入していない人の理由）、健康保険（加
入している健康保険の種類など）です。

調査結果の特徴

調査結果の特徴は以下の通りです。
１）�建設業の経験年数では、３０年以上との回答
が最も多く１７名、次いで２０年～２５年未満が
１１名、２５年～３０年未満が ９名で２０年以上が
３７名と、回答者の半数以上を占めました。

他方20年未満では １ 年未満が ７名、 １年
～ ５年未満が ３名、 ５年～１０年未満と１０年
～１５年未満がそれぞれ ６名、１５年～２０年未
満が ５名と １年未満が最も多く、前回と同
じく中核を担う人材の少なさが目立ちまし
た。

２）�建設業の就労形態では、通年雇用の回答が
４７名と２０２３年度も例年通り多くなりました。
未回答が１２名で、全体の把握は出来ません
でしたが、季節雇用が ３名、一人親方とア
ルバイトが ２名ずつ、事業主が １名でした。

３）�会社の元請／下請は、 １次下請が４０名、 ２
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表1　函館市日給者・平均日給および積算単価比率（2３年）

職種
日給平均
（円）

積算単価
（円）

比率
（％）

普通作業員 ９，６２５ １９，１００ ５０．４

警備 ８，７０３ １６，２００ ５３．７

塗装 ８，３３３ ２６，１００ ３１．９

防水工 １３，０００ ２８，９００ ４５．０

左官 ９，０００ ２６，７００ ３３．７

鉄筋工 １１，１５０ ２６，３００ ４２．４

設備機械工 １５，０００ ２５，３００ ５９．３

大工 １０，９０６ ２７，３００ ３９．９

型枠工 １０，６６６ ２５，２００ ４２．３

運転手（一般） １１，０００ １９，２００ ５７．３
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次下請以下の下請が１６名とこの二つで
８３．６%を占めました。元請は ９名で、例
年より多い回答者数だったと思います。

４）�雇入通知書について、雇入通知書をもらっ
たが５２名、未回答が ２番目に多い ８名でし
た。わからないが ５名、もらっていないが
２名で、この点が気になるところです。

５）�函館市の賃金については表 １の通りです。
建築現場での現場調査の回答が多かったた
め、例年よりも多くの職種から回答をもら
うことができました。

６）�毎月の決まった休日は、毎週日曜が４４名、
毎週土曜と日曜が ７名、毎週土曜 ２日が ６
名。その他が ５名、未回答が ４名、月 ２回
日曜が １名でした。

７）�コロナ禍の中の仕事量について、仕事の量
が変わらないは４０名、減ったが１６名であり、
６７名のうち８３．６％を占める結果となりまし
た。仕事が増えたは ６名でしたが、詳細な
増減を確認したいので、今年の秋から行う
新たな現場調査でアンケートの新しい設問
と選択肢も検討したいと考えています。

８）�有給休暇について、有給休暇をとったが２４
名、とっていないが２６名、未回答が１７名で
した。有給休暇の取得は年間 ５日間が義務
化されましたが、全く進んでいない状況で
あることがわかりました。

９）�建退共の証紙を見たことがないが３６名、毎
年見ているが ７名、未回答が２４名でした。
６７名の半数以上が証紙を見たことがないと
ういう点は気になる結果です。証紙を貼っ
てもらっているかは、公共・民間両方と公
共のみが１２名ずつとなり、まったく貼って
もらっていないが ３名、自分で証紙を買っ
て貼っているが １名、未回答が最も多く３９
名でした。

１０）�公的年金について、通年で厚生年金が５４名、
年間を通じて国民年金が ４名、夏場は厚生
年金、失業期間は国民年金が ２名、未回答

が１０名でした。
１１）協会けんぽの加入者数・比率は表 ２の通り
です。

おわりに

函館市での自治体交渉を毎年行っている事に
より、１１年連続で現場調査に入り労働者の実態
把握をする事が出来ています。函館市建築公共
現場に、２０代の外国人技能実習生が ３名働いて
いることが分かりました。警備員の現役労働者
が全日本建設交運一般労働組合（建交労）函館
支部に加入することで、警備で働く現場の状況
が分かりつつあります。現場調査アンケートは
実態把握をすることは出来ますが、労働者の対
話の面では物足りません。現役労働者の声を掴
むために、私たち労働組合のなかまが実際に聞
き取りをすることも大事なことだと考えていま
す。
現場労働者の生の声を、これからも函館市な
どの自治体に伝える役割が労働組合の専従とし
て大事であると考え、今年の秋に行う現場調査
は、これまでの経験を活かしながら、さらに工
夫して行っていきます。
（すずき　わたる　全日本建設交運一般労働組
合函館支部書記長）

表2　協会けんぽ加入者数・比率 単位：名、％

職種
健康保険の
種類全回答者

協会けんぽ
加入者

比率

普通作業員 ２２ １７ ７７．３

左官 ２ １ ５０．０

運転手（一般） １ １ １００．０

鉄筋工 ８ ７ ８７．５

板金工 １ １ １００．０

保温工 １ １ １００．０

配管工 ２ ２ １００．０

警備 ４ ２ ５０．０

塗装工 ３ ２ ６６．７

大工 ８ ４ ５０．０


